
世界遺産勝連城跡
休憩所オープン

市観光・文化の振興拠点として期待

ドライブがてらに見てね！

祝

　今年、３月東京で開催されたそろばんの「第１２回英語読み上げ
算競技全国大会」の暗算部門、読み上げ算・中学２年の部で全国
一に輝いた和宇慶美香さん（具志川中学）の功績を称え、市青少年
特別表彰が４月２０日市役所で行われ、知念市長が賞状などを手渡
し、激励しました。
　美香さんは昨年同一の競技で、中学校一年生の部でも全国一に
なっており、二年連続日本一の快挙です。表彰を受けた美香さんは
「練習した結果が出せて良かったと思います。来年も日本一を目指
したいと思います」と新たな決意を述べました。
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すごいぞ！ ２年連続日本一

　今年、２月うるま市与那城の平安座島、平宮地区の護岸で市内の小
中学生ら３０チームが参加して行われた平宮護岸アートコンクールで
描いた３０もの夢のあるアート作品が、観光や県内からドライブ等で訪
れる人々の目を楽しませています。　絵は沖縄の「ちゅら海」をテーマ
にジンベイザメと色とりどりの魚を描いたもや学校仲間、環境を訴えた
ものなど３００メートルに渡って描かれています。ぜひ一度ご覧になっ
てみてください。但し、くれぐれも車の運転には注意してくださいね。

楽しい夢いっぱいの護岸アート

▲開所式でのテープカット
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光
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▲県内の世界遺産等を紹介した大型パネル

▲気軽に休憩できる畳間▲貴重な出土品も展示

▲2年連続日本一の報告に訪れた和宇慶美香さん（中央）

▲300メートルに渡り夢いっぱいのアートが続く平宮護岸
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鯉のぼり＆ジュゴン
のぼり掲揚式！

もずくを食べて
皆で健康になろう！

元気にすくすく育てうるまっ子

４月第３日曜日は「もずくの日」・フェアー開催

　「５月５日の子どもの日」にちなんで、鯉のぼり
掲揚式が石川、与那城庁舎の雨による中止を除
いて、４月２５日本庁（具志川庁舎）、２６日に勝
連庁舎で鯉のぼりの掲揚式が行われました。
式には各地域にある保育園が参加し、園児らが
日頃練習した歌と手話などを元気よく披露。そ
の後、代表園児と知念市長がいっしょに鯉のぼ
りを掲揚しました。
知念市長は「お友達と仲良く、笑顔で元気に育っ
てね」と子ども達の健やかな成長を願いあいさつ
しました。
　また同じく４月29日～５月7日の９日間、海
の環境教育と地域の活性化を目的とした「第２
回ジュゴンのぼりｉｎ海の文化資料館」が開催さ
れ、昨年に続き地域の方の協力でジュゴンのぼ
り50頭を制作し、昨年の作品と合わせ80頭を
掲揚。気持ちよさそうに青空を泳ぐ姿が来館者
の目を楽しませました。

　第４回「もずくの日」のイベントが４月１６日平
敷屋漁港内で開催されました。うるま市勝連
のもずくは県内の４５％の生産量、県外出荷量
９０％を誇り、全国一の産地となっています。
オープニングでは与勝第二中学校吹奏楽部が
「川の流れのように」など数曲を演奏。勝連漁
協赤嶺博之組合長挨拶の後、知念市長は「赤
嶺組合長と海人の皆さんが力を合わせて今後
ももずくの生産拡大に頑張ってください。体に
良いもずくを皆で沢山食べて、健康になりましょ
う」と激励しました。
　会場内では、もずくやその他の水産物を使っ
た加工品の展示即売やもずくのつかみ取り、漁
場見学、もずく早食い競争など「もずくの日」にふ
さわしい多彩なイベントが行われ、多くの参加
者が思い思いに楽しんでいました。

▲市役所本庁など市の関連施設では、鯉のぼり、ジュゴンのぼりが掲揚されました。

▲もずくの早食い競争第1位は？

▲もずくの加工品などを買い求める来場者 ▲もずく漁場へ向う参加者たち

▲セレモニーで演奏する与勝第二中吹奏楽部

▲
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